
平成２７年１１月

野辺地町教育委員会

 

平成２６年度 

教育委員会事務の点検及び評価報告書 



　この報告書は、野辺地町教育委員会が、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基

づき、平成２６年度に実施した教育委員会の諸事業について、「野辺地町教育委員会の基本方

針及び重点項目」と照らし合わせ「教育委員会事務の点検及び評価」をした結果を纏めたもの

です。

　点検及び評価は、担当課が選定した「学校教育の充実」を目的とする３４事業、「社会教育

の充実」を目的とする３３事業、「文化の振興」に関する９事業、「スポーツの振興」を目的

とする１５事業の合計９１事業について実施しました。

　まず最初に、第一次評価として、担当者自らが事業の「成果と課題」を捉えるとともに、

「担当者自己評価」を４段階法で実施しました。

　次に、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図り、客観性・公平性を確保するため

に、外部有識者５名を委嘱し、「野辺地町教育委員会事務評価委員」を組織して検討を重ね同

じく４段階法により第二次評価を実施しました。

　長期にわたり御審議いただいた教育委員会事務評価委員の方々の御足労に感謝すると共に、

御指導いただいた意見については真摯に受け止め、各事業担当課が今後の改善に向けての取り

組みの大きな指針として、各事業がより一層効果を高めるための取り組みや、より効率的な実

施方法の見直し等について、活用していきたいと思います。

　また、本報告書は教育関係者のみならず広く町民に公表するとともに、野辺地町議会に提出

して御指導を仰いでまいります。

　結びに、報告書を纏めるにあたって御尽力いただいた関係各位に改めて厚く御礼申し上げ、

更なる野辺地町の教育振興に努力することをお誓い申し上げます。

　　平成２７年１１月

野辺地町教育委員会　教育長　淺　利　能　之

報告書発刊にあたって
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（１） 趣旨



  　 野辺地町教育委員会は、豊かな心と郷土に対する誇りをもち、健康で、創造性に富み新し

　 い時代を主体的に切り開く青少年の育成をはじめ、町民の生涯にわたる教育、文化、芸術、

　 スポーツの振興に努める。

　 　また、町民憲章に掲げる「烏帽子岳のような誇り高い文化と教育の町」の具現化を図るた

　 め、「笑顔あふれるまちづくり」をキーワードに「心豊かな人づくり・大人と子どもが学び

　 あう町づくり」を進め生涯学習社会構築に努める。

   　このために、青森県教育施策の方針を踏まえ、関係機関、団体及び学校・家庭・地域との

　 連携と融合を図り、教育目標を達成するために４項目の基本方針を実現するため、所要の施

　 策を推進する。

１.　夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育

２.　学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育

３.　次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用

４.　活力、健康、感動を生み出すスポーツ

委　　　員
（教育長）

平成26年10月 1日～平成30年9月30日

平成25年10月 1日～平成29年9月30日淺　利　能　之

委　　　員 中　村　公　允

委　　　員
（職務代理者）

委　　　員

区　　　分

野　坂　常　一

氏　　　　名

１.教育委員会基本方針

２.教育委員会教育委員構成　　　　　　　　　　（平成２７年４月１日）

委　員　任　期

平成23年12月20日～平成27年12月19日

平成25年12月20日～平成29年12月19日

平成24年10月 1日～平成28年9月30日

横　濵　秀　一委　員　長

野　坂　幸　子
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３.平成２６年度野辺地町教育委員会審議状況

会議 開催日時 開催場所

教育委員会採用臨時職員の委嘱状交付について

学校評議員の委嘱について

野辺地町勤労青少年ホーム運営委員の委嘱について

行事報告･予定

行事報告･予定

県費負担非常勤講師の採用の辞令について

行事報告･予定 学校教育課・社会教育スポーツ課

協議事項 野辺地中学校２年生の行方不明について

7
月
臨
時
会

7/10
(木)

2

報告第4号

報告第5号

議案第8号

報告第7号

野辺地町社会教育委員の委嘱について

議案審議

特別非常勤講師の辞令について

野辺地町立学校における医療的ケアに準ずる行為に係る実施
要綱について

教育
委員会

付　議　事　項

報告第6号

議案第9号

学校教育課・社会教育スポーツ課

報告事項

特別非常勤講師の辞令について

議案第14号

・野辺地町教育委員会事務評価委員候補者（案）
・屋内温水プールの油漏れに対しての納入業者への
　対応について（要請）

議案第11号

全国学力・学習状況調査の結果公表について

野辺地町学校給食共同調理場運営委員会の委嘱について

報告第8号

学校教育課・社会教育スポーツ課

県費負担教職員の採用に係る内申について

議案第13号 野辺地町就学援助費支給要綱の一部を改正する訓令案について

議案第16号 野辺地町馬門公民館運営審議会委員の委嘱について

議案第15号

議案第10号

野辺地町就学指導委員会規約の一部を改正する訓令案について

議案第12号
野辺地町学校教育振興事業費補助金交付要綱の全部を改正す
る訓令案について

4
月
定
例
会

4/30
(木)
9：30

中央
公民館

5
月
定
例
会

5/27
(水)
9：30

中央
公民館

6
月
定
例
会

6/18
(水)
9：30

野辺地
中学校



会議 開催日時 開催場所

学校教育課・社会教育スポーツ課

議案第21号

その他

学校教育課・社会教育スポーツ課

付　議　事　項

報告第12号

10
月
臨
時
会

10/1
(水)

中央
公民館

議案第18号

報告第11号

第2期 野辺地町教育振興基本計画の改定に向けて

行事報告･予定

平成27年度使用小学校教科用図書採択決定について

スクールサポーターの任用について

平成25年度教育委員会事務の点検及び評価報告書について
その他

県費負担教職員の退職に係る内申について

3

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律案の概要

その他

協議事項

野辺地町教育振興基本計画策定委員会設置要綱について

野辺地町私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正
する訓令について

学校教育課・社会教育スポーツ課行事報告･予定

報告第9号

報告第10号

図書館だより

野辺地町教育委員会職員の人事異動について

・第２２回青森県民駅伝競走大会野辺地町結果表
・野辺地町教育委員会委員の任命の件

行事報告･予定

県費負担教職員の採用に係る内申について

その他

協議事項

野辺地町町議会議員と教育関係者との懇談会について

議案第19号
野辺地町立図書館の管理運営に関する規則の一部を改正する
規則について

行事報告･予定 学校教育課・社会教育スポーツ課

県費負担教職員の採用に係る内申について

議案第20号 野辺地町教育委員会委員長職務代理者の任命について

7
月
定
例
会

7/16
(水)
9：30

中央
公民館

8
月
定
例
会

8/20
(水)
9：30

中央
公民館

9
月
定
例
会

9/19
(金)
9：30

中央
公民館

10
月
定
例
会

10/28
(火)
9：30

役場



会議 開催日時 開催場所

野辺地町学力向上指導員設置要綱（案）について議案第2号

育児休業の承認について

その他

平成26年度全国・学習状況調査の結果について

4

学校教育課・社会教育スポーツ課行事報告･予定

議案第22号
野辺地町教育委員会文化賞表彰規則の一部を改正する規則案
について

付　議　事　項

選挙第1号

学校教育課・社会教育スポーツ課

県費負担教職員の採用に係る内申について

町長と教育関係者による懇談会の予定（案）について

・平成26年度卒業式及び平成27年度入学式の出席調整について
・いじめ防止対策の取組みについて

報告第3号 県費負担教職員の復職調整の内申について

報告第4号

学校教育課・社会教育スポーツ課

文化・スポーツ賞「功労賞・指導者賞」の候補者について

報告第2号

行事報告･予定

育児休業の承認について

野辺地町教育委員会委員長の選挙について

中央公民館火災報知器作動について

行事報告･予定

青森県中学校長会「平成26年度　要望書」について

野辺地小学校「祭り日」の件について

その他

報告第1号

学校教育課・社会教育スポーツ課

その他

議案第1号 第２期野辺地町教育振興基本計画について

その他

行事報告･予定

11
月
定
例
会

11/19
(水)
9：30

役場

12
月
定
例
会

12/18
(木)
9：30

中央
公民館

1
月
定
例
会

1/20
(火)
9：30

中央
公民館

2
月
定
例
会

2/18
(水)
9：30

中央
公民館



会議 開催日時 開催場所

学校教育課・社会教育スポーツ課

町長の事務の一部を教育委員会等に委任し、補助執行させる
規則の一部改正について

報告第7号

付　議　事　項

議案第13号

議案第12号
野辺地町小中学校大会選手派遣事業費補助金交付要綱につい
て

野辺地町いじめ防止基本方針について

行事報告･予定

平成２６年度野辺地中学校進路状況について

野辺地町教育委員会事務局の組織等に関する規則の一部を改
正する規則について

議案第11号

県費負担教職員の異動に係る内申について

報告第5号 県費負担教職員の復職調整について

報告第6号 職員の昇給昇格に係る内申について

野辺地町教育委員会職員の人事異動について
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その他

野辺地町立学校学校歯科医の委嘱及び解嘱について

議案第10号 野辺地町教育相談員の委嘱について

議案第4号

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律の施行等に伴う関係訓令の整理に関する訓令案について

議案第9号

議案第6号 野辺地町教育委員会の所管に関する学校職員の任用について

議案第7号
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律の施行等に伴う関係規則の整理に関する規則案について

議案第8号

議案第5号
野辺地町学力向上指導員設置要綱の一部を改正する訓令案に
ついて

議案第3号

3
月
定
例
会

3/26
(水)

13：30

中央
公民館



（１） 趣旨

　　　　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、教育委員会は、毎年

　　　その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果

　　　に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することとされている。

　　　　野辺地町教育委員会では、今後の効果的な教育行政の推進及び町民への説明責任を

　　　果たすことを目的として、教育委員会の事務の点検及び評価を実施し、その結果を報

　　　告書としてまとめた。

（２） 点検及び評価の実施

    　点検及び評価の実施にあたっては、平成２６年度における教育委員会の活動や運

    営状況及び重点事業並びに主な事務事業を対象として実施する。

    ・ 施策分野・・・・５分野（教育委員会、学校教育、社会教育、文化財保護、

        社会体育）

（３） 点検・評価の構成

ア　点検評価の手順

     施策別重点項目一覧に基づく主要事務事業ついて、各担当者が一次評価を実施し、

   教育長に提出する。

     教育長は、事務評価委員に点検及・評価の実施方法及び内容等について意見を求

   めるとともに、点検・評価の結果に関する報告書を作成し、教育委員会定例会にお

 　いて説明の機会を設け、教育委員からの理解を求める。

 （参考）
　 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）
 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）
 第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委
　 任された事務その他教育長の権限に属する事務、同条第四項の規定により事務職員等に委
　 任された事務を含む）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、そ
　 の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも に、公表しなければなら
　 ない。
 2　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有る者
　 の知見の活用を図るものとする。

４.教育委員会事務の点検及び評価について
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  　・ 重点項目・・・・２２項目

    ・ 主要事務事業・・９１事業（各担当課等が扱う主要な事業を選定し点検評価）



A

B

C

D

（ア）「野辺地町教育委員会事務評価委員」

　　　　  委嘱期間 平成２５年６月２０日～平成２８年３月３１日

       野辺地町教育委員会事務評価委員

 役　職　名

前小学校長

町スポーツ推進員

元学校教育課課長補佐

公民館サークル指導者

前小学校長

（イ）　事務評価委員会の開催等

平成26年度事業説明（学校教育課）

今後のスケジュールについて

第２回目　平成２７年８月７日（金）　午前9：30　中央公民館

平成26年度事業説明（社会教育・スポーツ課）

第３回目　平成２７年８月２８日（金）　午前9：30　中央公民館

平成26年度事業説明

（給食センター、中央公民館、図書館、歴史民俗資料館）

第４回目　平成２７年９月１８日（金）　午前9：30　中央公民館

各委員の個別評価を基に、委員の意見集約及び報告書作成に向けた協議

の実施

　　　　点検・評価の結果に関する報告書のまとめ

平成２７年度 第８回教育委員会定例会へ報告（１１月２４日開催）

 (ウ)　教育委員会定例会開催

　    　　平成２７年１１月開催の教育委員会定例会において、事務の点検及び

   　 　評価・報告書について説明し、教育委員からの理解を求める。

　　平成２６年度野辺地町教育委員会事務点検・評価

　氏　　　　名

杉　山　勝　利

吉　原　有　三

ウ　点検・評価の経緯
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期待以上の成果が上がっている。

期待通りの成果が上がっている。

委　　　　員

委　 員　 長

職　　業　　等

委　　　　員

委　　　　員

第５回目　平成２７年１０月１６日（金）　午前9：30　中央公民館

委　　　　員

平成２７年１２月町議会へ報告書提出及び町ホームページに掲載公表　

柴　崎　敬　子

清　川　文　江

河　島　靖　岳

第１回目　平成２７年７月１４日（火）　午前9：30　中央公民館

イ　点検評価基準

概ね期待通りであるが、なお改善の余地あり。

早急に改善を要する。(廃止を含む)



５.平成２６年度教育委員会施策別重点項目事務事業一覧

施策分野

１　教育委員会組織

（１）教育委員会の活動 1 教育委員会定例会の開催 学校教育課

2 町長と教育委員・学校長との懇談 学校教育課

3 教育広報の発行 学校教育課

4 教育委員の学校訪問・各種行事出席 学校教育課

5 町教育行政施策の評価の実施(事務評価委員) 学校教育課

6 第2期野辺地町教育振興基本計画の策定 学校教育課

２　学校教育の指導方針と重点

（１）授業の充実 7 中学校改築事業（武道場外構他工事） 学校教育課

8 学校施設整備(修繕) 学校教育課

9 教育振興会事業補助 学校教育課

10 スクールサポーターによる学校支援事業 学校教育課

11 学校評議員による学校評価の実施 学校教育課

12 就学援助費事業 学校教育課

13 学校教育課

14 学校事務共同実施事業 学校教育課

15 小・中学校の知能検査、学力検査、中学校QU検査の実施 学校教育課

16 幼・小・中・高連携事業 学校教育課

17 幼稚園就園奨励費事業 学校教育課

18 スクールバス運行事業 学校教育課

（２）道徳教育の充実

（３)体育、健康教育 19 学校保健会活動費補助 学校教育課

     の充実 20 児童生徒及び教職員健康管理事業 学校教育課

21 大会派遣費補助事業 学校教育課

22 学校支援センター（学校支援推進事業） 学校教育課

23 学校給食共同調理場管理運営委員会の開催

24 給食費の徴収対策

25 給食の充実

（４）生徒指導の充実 26 教育相談員事業 学校教育課

27 生徒指導委員会事業の充実 学校教育課

（５）キャリア教育の推進 28 職場体験事業の支援 学校教育課

（６）特別支援教育の充実 29 重度障害児通学支援事業 学校教育課

30 野辺地町就学指導委員会事業 学校教育課

31 野辺地地区ことばと心を育てる親の会活動補助 学校教育課

32 英語で元気なまちづくり事業 学校教育課

（８）研修の充実 33 教育振興会職員研修費補助 学校教育課

34 北部上北連絡協議会研修 学校教育課
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重点項目 事務事業

学校備品整備事業(一般備品、図書、理科教材、教材
備品、エネルギー教材)

評価担当課

給食センター

給食センター

（７）国際化に対応する
      教育の推進

給食センター



施策分野

３　社会教育行政の方針と重点

（１）一人一人の主体的 35 女性学習講座の開催

　    な学習と社会参加 36 にこやか生きがい教室の開催

      の推進 37 ハッチョウトンボ生息域の保護と活用

38 馬門公民館講座・青少年ホーム講座

39 町文化賞・教育委員会文化賞の表彰

40 みんなの教室開催支援 中央公民館

41 成人式開催 中央公民館

42 各種広報活動の充実 町立図書館

（２）次代を担う青少年 43 ふれあい通学合宿

      の育成 44 ふれあい教育フェスティバル「子ども音楽・音楽芸術祭」

45 ふるさと探偵団

46 在学青年（高校生）ボランティア活動

47 チャレンジショップ

48 文化少年団活動 中央公民館

49 子どもの読書活動・家読推進活動に係る研修への参加 町立図書館

（３）地域を支える人材 50 のへじ生涯学習大学

      の育成 51 男女共同参画職員研修会

52 野辺地町民防災ミーティング

53 各世代に対応した図書館事業の実施 町立図書館

54 図書館サークル・おはなしボランティアの育成 町立図書館

（４）学校・家庭・地域 55 家庭教育推進事業

　    の連携による社会 56 ピコロ・ぴよぴよクラブ支援事業 中央公民館

　    全体の教育力の向上 57 学校や各種団体との連携による読書普及と推進 町立図書館

（５）社会教育推進ため 58 社会教育委員会議の実施

　    の基盤整備 59 馬門公民館運営審議会の実施

60 勤労青少年ホーム運営委員会の開催

61 青少年育成町民会議の実施

62 青少年健全育成推進協議会の活動支援

63 各種社会教育団体の育成補助

64 社会教育施設の整備充実

65 中央公民館運営審議会の実施 中央公民館

66 中央公民館改修工事 中央公民館

67 図書館協議会の実施 町立図書館

４　社会体育行政の方針と重点

（１）生涯スポーツの 68 スポーツ推進委員会議の開催

　　  普及・振興 69 野辺地町スポーツ賞、教育委員会スポーツ優秀賞の表彰

70 健康ウォーターマラソンスタンプラリーの開催

71

（２）青少年スポーツ 72 スポーツ少年団への支援と育成

      の振興 73 第２８回町営球場開設記念中学校野球大会支援

74 ジュニアスポーツ教室の開催

75 第４５回青森県小学生スキー大会等の開催

76 水泳教室の開催

（３）競技スポーツの推進 77 第２２回青森県民駅伝大会選手強化支援

78 第３７回上北郡総合体育大会参加支援

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

評価担当課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

総合型地域スポーツクラブパワーアップ研修及び運
営研修会の実施
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社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

事務事業重点項目



施策分野

４　社会体育行政の方針と重点

（３）競技スポーツの推進 79 第６９回青森県民体育大会参加支援

80 町体育協会活動補助

（４）スポーツ情報の充実 81 スポーツカレンダー発行

82 各社会体育施設修繕

５　文化財保護行政の方針と重点

（１）文化財の保護と保存 83 文化財保護審議会の開催 歴史民俗資料館

84 文化財を大切にし、守り伝えようとする意識の啓発 歴史民俗資料館

85 国・県・町の文化財指定の推進 歴史民俗資料館

86 指定文化財の保存修理 歴史民俗資料館

（２）文化財の整備と活用 87 旧野村家住宅離れの公開と維持管理 歴史民俗資料館

88 県史跡の維持管理 歴史民俗資料館

（３）資料館施設の整備 89 歴史民俗資料館施設維持管理 歴史民俗資料館

      充実 90 特別展・各種講習会等普及事業の開催 歴史民俗資料館

91 収蔵資料の整理 歴史民俗資料館

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課

（５）社会体育施設の
　　　整備・運営

重点項目 事務事業 評価担当課

社教・スポーツ課

社教・スポーツ課
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（１）　教育委員会組織

　昨年度の教育委員会の活動について、今まで以上に活発な活動が見られた。

　様々なケースに対し、学校、警察と連携し、教育委員会職員が共に捜索すると同時

に早急に教育委員へ呼びかけ臨時会を開催したことにより、迅速な対応と情報共有が

出来て、その後の児童相談所や施設との円滑な対応につながったことは高く評価でき

る。また、昨年度は３回の町議員との懇談会を開催するなど、教育行政について町議

員へ理解を深める機会を作った良い取り組みである。

　そのような活動の一方で定例会の会議録を町ホームページに公開することについて、

未だ公開されていない。また、前回も指摘した「町長と教育委員・学校長との懇談」

が年１回だけの開催のままであることは、非常に残念である。その他、今年２月に策

定した「第２期 野辺地町教育振興基本計画」については、特に小学校３校を一つに

統合新築することを確実に実現できるよう、計画的、具体的な取り組みを期待する。

（２）　学校教育

  授業、道徳、体育・健康教育、生徒指導、キャリア教育、特別支援教育、国際化に

対する教育、研修の充実の推進を指導方針と重点に掲げ、３４の各種事業について評

価を行った。

　学校教育の分野においては、昨年度と比べ全体的に評価は低い。その中で改善され

ている取り組みをあげるとすれば、一つ「給食費の徴収対策」である。定期的な夜間

徴収は勿論、書面による催告、児童手当からの徴収に積極的に取り組んだ結果、未納

額の縮小につながったことは、高く評価される。

　その反面、評価の低い事務事業や昨年度から指摘している事業など、改善を求めて

いるにも関わらず未だに取り組んでいない事業がある。以下の事業について、来年度

以降、改善するよう検討してほしい。

　①スクールサポーターによる学校支援事業

　　　配置する人数については、なるべく学校からの要望に応えるよう努めてほしい。

　　　出来る事なら、平成２５年度並みを維持してほしい。

　②学校評議員による学校評価の実施

　　　教育委員会では、学校からの報告書を単に収受するだけで、評議員の指摘事項

　　などについて教育委員会が学校と協働で改善へ向けた取り組みを検討していない。

　　　他市町村の実態を調査し、報酬などについても検討してほしい。

　③重度障害児通学支援事業

　　　せっかくの良い制度が活かされていない。もっと広く周知を図るなど工夫して

　　ほしい。また、利用者と委託業者との日程調整をしっかり計画して活用してほし

　　い。
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６. 事務評価委員の施策分野の総括・総評



（３）社会教育行政

　社会教育の方針と重点は５つから成り立っており、一人一人の主体的な学習と社会

参加の推進、次世代を担う青少年の育成、地域を支える人材の育成、学校・家庭・地

域の連携による社会全体の教育力の向上、社会教育推進のための基盤整備からなる、

３３の各種事業の評価を行った。

　昨年度の事務評価において、改善を要すると指摘した事業について、見直しを図っ

た事業もあり、全体的に期待通りの成果が上がっていると評価した。しかし、どの事

業についても広くＰＲすることに対して工夫が足りない。更に男性の参加者が少ない。

　成果が上がっている事業として以下があげられる。

　①女性学習講座とにこやか生きがい教室の一本化

　②町文化賞・教育委員会文化賞の表彰基準を見直したこと

　③郷土に親しむ機会として「ふるさと探偵団」、そして、キャリア教育の一環とし

　　て「チャレンジ・ショップ」を実施したこと

　検討が必要と思われる事業として以下があげられる。

　①ピコロ・ぴよぴよクラブ支援事業

　　　以前から指摘していることだが、公民館事業というよりは子育て支援という視

　　点で、他の課が主体となって実施すべき事業である。

　②成人式開催

　　　成人を迎える若者たちが中心となって実行委員会などを組織し、若者の企画で

　　開催するような検討をしてほしい。現在は公民館が実施している事業であるが、

　　本来は、町が主体となるべき事業である。

　③図書館各種広報活動の実施

　　　「のへじカルタ」の普及にＰＲセンターにおいて販売することを検討してほし

　　い。

（４）　社会体育行政

　活力・健康・感動を生み出すスポーツの充実を図るため、スポーツを生活の中に取

り入れ誰もが生涯を通じて健康で明るく豊かな生活を送ることができるよう、現在実

施中の１５の各種事業について評価を行った。

　生涯スポーツの普及・振興については、総合型地域スポーツクラブ設置へ向けて学

校・体育協会・スポーツ少年団等の状況を踏まえながら慎重に進めてほしい。

　青少年スポーツの育成については、ジュニア・スポーツ教室の開催にあたって、主

催者側の体制の在り方について改善へ向け来年度、期待されるところである。

　競技スポーツの推進については、どの競技も選手の育成だけでなく、指導者の育成

も大きな課題であるため、その強化を図れるよう検討してほしい。

　その他、温水プールの事業は利用者増に向け工夫しているので高く評価している。

今後は、もっと健康づくりを目的とした、関係課と連携を図った事業を展開してほし

い。
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（５）文化財保護行政

　文化財保護については、指定文化財の保存と修理及び様々な機会と手段を通じて、

文化財保護思想の普及・啓発に努めるとともに、調査や記録作成を実施するなど、９

の各種事業の評価を行った。

　平成２６年度は「赤漆塗木鉢」が正式に国指定重要文化財に指定されたことで、

「板状立脚土偶」とともに町の宝として町内外から注目されることを期待している。

　そのためには、ＰＲの仕方について町観光協会と連携を図りながら活用を検討して

ほしい。例えば、町文化財の「ミニチュア」や「携帯ストラップ」など作り、販売し

ても面白いと思う。

（６）　総　　評

　各分野の事業について、町の教育目標に沿って適当な内容であり、概ね円滑に遂行

されている。これらの事業に対する教育委員会事務局の自己評価も妥当な内容であり、

それぞれが期待通りの成果が上がっていると評価している。

　当町は、町制施行１２０周年を近くに控えている。過去を振り返ってみると、教育

が担ってきた様々な取り組みは、「人づくり」が「まちづくり」へと大きな影響をも

たらしてきた。

　しかし、ここに来て、町教育の現状で心配されることがある。それは、学校教育、

社会教育、スポーツ、文化、全ての教育分野において、２つのキーワードが共通して

あげられる。それは、「少子高齢化」と「老朽化」である。

　学校の統廃合が話題となり、各種行事やスポーツ等の競技においては、少子化によ

る参加者の減少、開催規模の縮小、そして、協力してくれる方々が少なくなっている

中で、教育委員会に属する各種委員（学校、地域、スポーツ団体からの代表者）が高

齢化している。

　そして、公共施設の老朽化が著しく、今後は安全面は勿論のこと利用者に対して不

便をかけてしまうのではと心配される。これに加えて、そこで働く教育委員会職員に

ついて各施設に適正な職員配置が望ましい。全てにおいて、「人の若返り」と「建物

の見直し」が課題と感じる。

　何れにしても、職員の努力と創意工夫が感じられた内容であった。今後も教育行政

の振興に努めてほしい。
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